
自
然
冷
媒
を
使
っ
て
い
る
冷
蔵
什
器

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
新
船
橋
店

イオン（千葉市美浜区） 経済産業大臣賞

自
然
冷
媒
機
器
導
入
の
取
り
組
み
◆

小売業で初ＣＯ２冷媒導入

　
イ
オ
ン
は
２
０
０
８
年
に

「
イ
オ
ン
温
暖
化
防
止
宣

言
」
を
発
表
し
、
事
業
活
動

を
通
じ
た
二
酸
化
炭
素

Ｃ

Ｏ
２

削
減
目
標
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
使
用

さ
れ
て
い
る
代
替
フ
ロ
ン
は

地
球
温
暖
化
係
数

Ｇ
Ｗ

Ｐ

が
極
め
て
高
く
、
Ｇ
Ｗ

Ｐ
が
低
い
自
然
冷
媒
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
に

着
目
し
、

年
に
日
本
の
小

売
業
で
初
め
て
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
以

降
、

年
、

年
に
１
店
舗

ず
つ
導
入
し
、
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒

シ
ス
テ
ム
の
省
エ
ネ
性
お
よ

び
安
定
性
の
検
証
・
評
価
を

重
ね
て
き
た
。

　

年
に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
ー
経
営

持
続
可
能

な
経
営
の
実
現
の
た
め
イ

オ
ン
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

基
本
方
針
を
制
定
。同
方
針

は
、

低
炭
素
社
会
の
実
現

生
物
多
様
性
の
保
全

資

源
の
有
効
活
用

社
会
的
課

題
へ
の
対
応
―
を
四
つ
の
重

点
課
題
と
し
て
設
定
し
て
い

る
。
重
点
課
題
の
一
つ
で
あ

る
「
低
炭
素
社
会
の
実
現

の
た
め
、

年

月
に
、
店

舗
で
使
用
す
る
冷
凍
・
冷
蔵

ケ
ー
ス
を
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒
シ
ス

テ
ム
に
切
り
替
え
る
「
自
然

冷
媒
宣
言
を
発
表
し
た
。

　

年
度
は
、
食
品
ス
ー
パ

ー

Ｓ
Ｍ

６
店
舗
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
１
店
舗

に
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
。
こ
の
う
ち
Ｓ
Ｍ

５
店
舗
は
、
経
済
産
業
省
の

「
代
替
フ
ロ
ン
等
排
出
削
減

先
導
技
術
実
証
支
援
事
業
」

に
採
択
さ
れ
、
事
業
に
参
加

し
た
。
同
事
業
は
、

馬

力
の
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒
を
用
い
た

冷
凍
お
よ
び
冷
蔵
の
使
用
条

件

温
度
帯

に
お
け
る
最

適
な
選
定
負
荷
率

Ｃ
Ｏ
２

冷
媒
を
用
い
た
冷
凍
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
店
舗
全
体
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
効
果
―

の
２
点
の
検
証
・
評
価
を
行

い
、
今
後
の
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒
シ

ス
テ
ム
導
入
拡
大
に
つ
な
げ

る
計
画
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
総
合
ス
ー
パ
ー

「
イ
オ
ン
」
へ
の
導
入
、
グ

ル
ー
プ
の
Ｓ
Ｍ
各
社
で
の
導

入
促
進
へ
向
け
、
機
器
メ
ー

カ
ー
、
政
府
、
業
界
団
体
な

ど
と
の
連
携
を
強
化
。
代
替

フ
ロ
ン
に
つ
い
て
も
使
用
者

と
し
て
、
管
理
・
漏
え
い
防

止
に
関
す
る
取
り
組
み
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
一
般
消
費

者
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
、
オ

ゾ
ン
層
保
護
・
地
球
温
暖
化

防
止
に
対
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
考
え
だ
。

低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
フ
ッ
素
系
流
体
の
商
品
化
◆

環境大臣賞

設備改造せずに代替可能

三井・デュポンフロロケミカル（東京都千代田区）

右から脱脂洗浄用、熱媒体用、洗浄・溶媒用

　
オ
ゾ
ン
層
破
壊
を
も
た
ら

す
特
定
フ
ロ
ン
の
全
廃
、
そ

の
代
替
と
し
て
登
場
し
た
代

替
フ
ロ
ン
の
使
用
拡
大
に
よ

る
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
対

応
が
急
が
れ
て
い
る
。
使
用

量
の
多
い
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ｓ
削
減
が

法
制
化
さ
れ
る
方
向
だ
が
、

地
球
温
暖
化
係
数

Ｇ
Ｗ

Ｐ

が
６
０
０
０
以
上
と
非

常
に
大
き
い
液
体
Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ

の
削
減
が
進
ん
で
い
な
い
。

　
用
途
と
し
て
、
半
導
体
製

造
時
の
温
度
制
御
用
熱
媒

体
、
各
種
電
子
部
品
の
表
面

改
質
剤
塗
布
用
溶
媒
や
気
密

性
試
験
用
媒
体
な
ど
が
上
げ

ら
れ
る
が
、
要
求
物
性
的
に

水
な
ど
の
他
媒
体
へ
の
置
換

が
出
来
ず
、
ま
た
、
分
子
間

力
の
弱
い
フ
ロ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
蒸
発
し
や
す
い
性
質
を
利

用
し
た
溶
媒
・
試
験
媒
体
用

途
で
は
、
同
じ
フ
ッ
素
系
で

比
較
的
Ｇ
Ｗ
Ｐ
の
低
い
Ｈ
Ｆ

Ｃ
ｓ
・
Ｈ
Ｆ
Ｅ
ｓ
に
は
安
全

性
で
の
懸
念
が
あ
る
。

　
こ
の
現
状
を
打
破
す
る
た

め
、
米
デ
ュ
ポ
ン
が
開
発
し

た
物
質
が
Ｈ
Ｆ
Ｘ
―
１
１
０

開
発
コ
ー
ド
ネ
ー
ム

で

あ
る
。
分
子
構
造
内
に
二
重

結
合
お
よ
び
水
素
原
子
を
含

有
す
る
こ
と
で
大
気
中
で
の

分
解
を
早
め
、
大
気
寿
命
は

数
日
と
な
り
、
地
球
温
暖
化

係
数
も

未
満
と
な
る
よ
う

開
発
さ
れ
た
ハ
イ
ド
ロ
フ
ロ

ロ
オ
レ
フ
ィ
ン

Ｈ
Ｆ
Ｏ

と
呼
ば
れ
る
新
規
フ
ッ
素
化

合
物
だ
。
沸
点
１
１
０
度

Ｃ
、
常
温
で
液
体
で
あ
り
、

従
来
の
フ
ッ
素
系
流
体
と
比

較
し
て
も
、
主
要
物
性
を
損

な
う
こ
と
な
く
低
毒
性
や
不

燃
性
な
ど
安
全
性
も
確
保
さ

れ
て
い
る
。

　
２
０
０
０
年
代
初
頭
よ
り

物
質
探
索
を
開
始
し
、
候
補

物
質
を
抽
出
。
安
全
性
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
絞
り
込

み
、
経
済
的
側
面
を
比
較
検

討
し
、
長
期
毒
性
試
験
に
よ

る
安
全
性
確
認
後
、
事
業
化

を
決
定
し
た
。
デ
ュ
ポ
ン
と

共
同
で
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
開

発
・
最
適
化
を
図
り
、

年

９
月
に
商
業
生
産
を
開
始
し

た
。
製
品
群
と
し
て
、
熱
媒

体
用
、
洗
浄
・
溶
媒
用
、
脱

脂
洗
浄
用
な
ど
、
各
用
途
分

野
ご
と
に
対
応
し
て
い
る
。

　
顧
客
は
設
備
改
造
な
ど
を

せ
ず
に
代
替
フ
ロ
ン
の
代
替

が
可
能
で
あ
り
、
追
加
経
済

的
負
担
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ま
た
、
高
い
安
全
性
か
ら
、

洗
浄
に
お
け
る
臭
素
系
代
替

も
可
能
だ
。
す
で
に
、
各
用

途
で
採
用
さ
れ
、
高
い
顧
客

満
足
度
を
得
て
い
る
。

新
興
国
で
基
本
特
許
無
償
開
放

ダイキン工業優秀賞（大阪市北区）

Ｒ を採用したルームエアコ
ンを世界に先駆けて商品化

新
冷
媒
Ｈ
Ｆ
Ｃ
３
２
を
用
い
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
開
発
◆

　
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
冷
媒
と
機

器
の
両
方
を
生
産
す
る
世
界
で

唯
一
の
空
調
専
業
メ
ー
カ
ー
と

し
て
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
新

興
国
な
ど
の
オ
ゾ
ン
層
保
護
と

温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
新
冷

媒
Ｈ
Ｆ
Ｃ

Ｒ

を
採
用

し
た
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
世
界

に
先
駆
け
て
商
品
化
し
た
。

　
同
社
は

年
以
上
に
わ
た

り
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
の
一
つ
で
あ
る
混

合
冷
媒
Ｒ
４
１
０
Ａ
に
替
わ
る

次
世
代
冷
媒
の
研
究
開
発
を
実

施
。
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
冷
媒

候
補
の
中
か
ら
、
特
に
省
エ
ネ

性
に
優
れ
、
地
球
温
暖
化
係
数

Ｇ
Ｗ
Ｐ

が
低
く
、
世
界
的

な
転
換
の
可
能
性
、
安
全
性
、

コ
ス
ト
な
ど
総
合
的
な
観
点
か

ら
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ

に
着
目
し
た
。

蓄
積
し
た
信
頼
性
評
価
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
最
適
な
材
料
や
部

品
を
選
定
し
た
。

　
２
０
１
１
年
か
ら
国
内
お
よ

び
中
東
、
ア
ジ
ア
な
ど
の
過
酷

な
外
気
温
で
約

台
の
フ
ィ
ー

ル
ド
テ
ス
ト
を
実
施
し
、

年

の
新
開
発
機
種
へ
の
採
用
を
決

定
し
た
。
現
在
は
、
新
冷
媒
Ｈ

Ｆ
Ｃ

を
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
全

シ
リ
ー
ズ
に
採
用
し
つ
つ
あ

る
。
新
エ
ア
コ
ン
は
、
冷
媒
の

熱
を
運
ぶ
能
力
が
高
い
特
徴
を

い
か
し
て
冷
媒
量
の
削
減
が
可

能
で
あ
る
こ
と
、
環
境
に
優
れ

た
特
性
を
考
慮
す
る
と
Ｌ
Ｃ
Ｃ

Ｐ

製
品
の
生
産
、
使
用
、
廃

却
に
わ
た
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

で
の
環
境
負
荷

で
は
Ｃ
Ｏ
２

換
算
で
従
来
冷
媒

Ｈ
Ｆ
Ｃ
４

１
０
Ａ

と
比
べ
る
と
約
４
分

の
１
ま
で
削
減
で
き
る
。

　
ま
た
、
新
興
国
で
の
次
世
代

冷
媒
へ
の
転
換
を
支
援
す
る
た

め
、
同
社
が
保
有
す
る
「
Ｈ
Ｆ

Ｃ

を
使
用
し
た
空
調
機
の
製

造
・
販
売
に
不
可
欠
な
基
本
特

許
」
を

年
９
月
に
無
償
開
放

し
た
。
さ
ら
に
、
先
進
国
企
業

に
対
し
て
、
即
時
の
冷
媒
転
換

を
促
す
た
め
、
ク
ロ
ス
ラ
イ
ン

セ
ン
ス
を
結
ぶ
対
応
を
実
施
し

た
。
新
興
国
で
高
ま
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
に
対
し
て
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ

の
高
い
省
エ
ネ
効
果
に
よ
り

消
費
電
力
の
抑
制
、
ピ
ー
ク
電

力
の
抑
制
効
果
に
結
び
つ
け

る
。

福島工業優秀賞（大阪市西淀川区）

フ
ロ
ン
冷
媒
漏
れ
検
知
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運
用
◆

既
存
の
運
転
デ
ー
タ
を
活
用

検知システム
ガス漏れ
検知器設置

定期的な現地
ガス漏れ点検

検知点数

検知間隔

漏れ箇所特定

設置費用

全冷凍機
全ショーケース
全プレハブ庫

冷媒系統別で漏
れ把握可能

＋Ｓネ
ット 標準装備

費用対効果を考慮
した点数 設置なし

時間 日 時間 日 スーパー店舗で年２
回

設置箇所によって
は系統特定困難

目視、検知器などで
特定

工事設置費用が別
途必要

設置機器はないが点
検時に時間を要す

　
福
島
工
業
は
、
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
冷
凍
倉
庫
な
ど
の

別
置
き
型
冷
凍
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ

ー
ス
や
プ
レ
ハ
ブ
冷
凍
冷
蔵
庫

な
ど
の
運
転
状
態
を
解
析
し
、

フ
ロ
ン
冷
媒
の
漏
れ
を
検
知
す

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
一

般
的
に
、
こ
れ
ら
の
機
器
で
冷

媒
漏
れ
を
検
知
す
る
に
は
、
漏

え
い
検
知
用
セ
ン
サ
ー
な
ど
を

新
た
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
機
器

内
の
セ
ン
サ
ー
温
度
を
は
じ
め

と
し
た
既
に
あ
る
運
転
デ
ー
タ

を
活
用
し
、
新
た
な
部
品
を
追

加
す
る
こ
と
な
く
冷
媒
漏
れ
を

検
知
す
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
冷
凍
冷

蔵
機
器
の
庫
内
温
度
セ
ン
サ
ー

温
度
や
、
冷
媒
を
制
御
す
る
電

子
膨
張
弁
開
度
、
予
知
警
報
な

ど
の
運
転
デ
ー
タ
を
、
Ｓ
ネ
ッ

ト

と
い
う
遠
隔
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
送

信
し
、
機
器
１
台
ご
と
に
検
出

ロ
ジ
ッ
ク
に
か
け
、
正
常
時
の

運
転
状
態
と
比
較
し
て
冷
媒
漏

れ
を
検
知
す
る
。
漏
え
い
を
検

知
す
る
と
「
ガ
ス
漏
れ
予
知
警

報
」
を
発
報
し
、
同
社
の
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
が
現
地
で
機
器
や

配
管
を
点
検
、
処
置
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
安
価
で
高
精
度
な

検
知
と
迅
速
な
対
応
を
実
現
し

た
。

　
一
般
的
に
漏
え
い
検
知
装
置

が
な
い
場
合
、
漏
え
い
が
進
み

冷
凍
冷
蔵
機
器
の
温
度
異
常
が

発
報
し
て
か
ら
、
機
器
内
部
や

冷
媒
配
管
を
点
検
し
、
漏
え
い

箇
所
を
修
理
す
る
。
同
シ
ス
テ

ム
は
温
度
異
常
の
発
報
よ
り
も

日
も
前
に
漏
れ
を
検
知
で

き
、
平
均

の
漏
え
い
を

防
げ
る
。
ま
た
、
漏
え
い
の
早

期
検
知
に
よ
り
、
庫
内
温
度
上

昇
に
よ
る
陳
列
商
品
の
廃
棄
も

防
ぎ
、
冷
凍
機
の
負
荷
増
大
を

低
減
す
る
。

　
２
０
１
０
年

月
か
ら
運
用

し
、
こ
れ
ま
で
に
１
５
４
件
の

ガ
ス
漏
れ
予
知
警
報
を
検
知
。

対
応
す
る
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
は
こ

れ
ま
で
３
万
２
０
０
０
台
以
上

を
出
荷
し
て
お
り
、
う
ち

％

が
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
検
知
し
て

い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
普
及
さ

せ
、
冷
凍
冷
蔵
機
器
か
ら
の
漏

え
い
量
低
減
を
進
め
る
。

富士電機優秀賞（東京都品川区）

低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
冷
媒
を
用
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
自
動
販
売
機
の
開
発
◆

外
気
熱
く
み
上
げ
加
熱
に
利
用

　
富
士
電
機
は
缶
・
ペ
ッ
ト
飲

料
を
販
売
す
る
自
動
販
売
機
に

つ
い
て
、
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
せ

ず
、
か
つ
地
球
温
暖
化
係
数

Ｇ
Ｗ
Ｐ

の
小
さ
い
冷
媒
を

採
用
し
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
自
動
販
売
機
」
を

商
品
化
し
た
。
同
自
販
機
は
冷

却
室
か
ら
熱
を
く
み
上
げ
て
加

熱
室
の
加
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
利

用
す
る
従
来
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

機
能
に
加
え
、
外
気
の
熱
を
く

み
上
げ
て
加
熱
に
利
用
す
る
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
機
能
を
追
加
し

て
、
大
幅
な
消
費
電
力
の
低
減

も
実
現
し
た
。

　
従
来
の
自
動
販
売
機
の
冷
却

シ
ス
テ
ム
媒
体
は
、
Ｇ
Ｗ
Ｐ
が

約
１
３
０
０
と
高
い
ハ
イ
ド
ロ

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン

Ｈ
Ｆ

Ｃ

系
冷
媒
を
採
用
し
て
い

た
。
新
た
に
採
用
し
た
Ｈ
Ｆ
Ｏ

―
１
２
３
４
ｙ
ｆ
冷
媒
は
、
Ｇ

Ｗ
Ｐ
が
従
来
の
冷
媒
と
比
較
し

て
約
１
０
０
０
分
の
３
に
低
減

で
き
る
。

　
た
だ
圧
縮
機
冷
凍
機
油
と
の

相
溶
性
や
冷
媒
特
性
の
違
い
に

よ
る
能
力
・
効
率
の
低
下
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
従
来
の
冷
却

シ
ス
テ
ム
に
そ
の
ま
ま
採
用
で

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

机
上
検
討
や
実
験
な
ど
を
重
ね

て
改
良
し
、
従
来
シ
ス
テ
ム
と

同
等
以
上
の
性
能
・
信
頼
性
を

確
保
し
た
上
で
低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
冷
媒

を
採
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。

　
冷
媒
の
変
更
に
加
え
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
機
能
、
冷
却
シ
ス
テ

ム
の
機
器
性
能
向
上
お
よ
び
運

転
制
御
方
法
の
最
適
化
で
、
消

費
電
力
量
の
削
減
を
実
現
。
冷

却
室
で
吸
熱
し
た
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
だ
け
で
な
く
、
外
気
か
ら
も

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
く
み
上
げ
ら

れ
る
構
成
に
し
、
く
み
上
げ
た

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
加
熱
す
る
庫

内
で
利
用
す
る
こ
と
で
、
加
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
し
た
。

　
ま
た
、
膨
張
機
構
に
独
自
開

発
し
た
パ
ル
ス
型
電
子
膨
張
弁

を
用
い
、
各
庫
室
に
流
れ
る
冷

媒
循
環
量
を
最
適
に
制
御
す
る

こ
と
で
、
圧
縮
機
の
稼
働
を
最

短
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

回
収
フ
ロ
ン
の
適
正
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
◆

ツルオカ審査委員会特別賞（栃木県小山市）

廃棄する飲料自販機
からフロンを回収

種
類
・
重
量
・
処
理
行
程
見
え
る
化

　
ツ
ル
オ
カ
は
、
フ
ロ
ン
回
収

破
壊
法
で
要
求
さ
れ
る
義
務
の

範
囲
を
超
え
て
、
機
器
の
廃
棄

か
ら
フ
ロ
ン
類
破
壊
に
至
る
ま

で
の
行
程
を
網
羅
す
る
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
機
能
を
有
す
る

独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
。
機
器
の
最
終
所
有
者
が
廃

棄
し
た
機
器
の
一
品
ご
と
に
充

填
さ
れ
て
い
た
フ
ロ
ン
ガ
ス
の

種
類
・
重
量
、
処
理
が
完
了
す

る
ま
で
の
行
程
を
見
え
る
化
し

た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
で
電
子
化
し
た

ヒ
モ
付
け
情
報
を
管
理
す
る
こ

と
で
、
万
が
一
、
機
器
の
処
理

行
程
中
に
フ
ロ
ン
類
が
大
気
中

に
漏
出
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
た
場
合
に
、
ト
ラ
ブ

ル
発
覚
ま
で
の
時
間
と
、
対

応
、
復
旧
お
よ
び
改
善
に
至
る

時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き
る
。

　
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
で
は
、

機
器
の
最
終
所
有
者
、
フ
ロ
ン

類
回
収
業
者
、
フ
ロ
ン
類
破
壊

業
者
を
明
確
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
に
義
務
を
課
し
て
い
る
。
だ

が
、
適
正
に
フ
ロ
ン
類
が
回
収

さ
れ
、
破
壊
さ
れ
た
か
を
確
認

す
る
ル
ー
ル
が
確
立
し
て
お
ら

ず
、
適
正
処
理
の
達
成
は
そ
れ

ぞ
れ
の
善
意
あ
る
行
動
に
か
か

っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
２
０
１
１
年
度
の
全
国
の
廃

棄
時
残
存
冷
媒
量
は
約
８
８
７

２

と
推
計
さ
れ
、
同
年
度
の

廃
棄
時
等
回
収
量
は
約
２
５
７

９

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ロ

ン
類
廃
棄
時
回
収
率
は
推
定
約

％
と
極
め
て
低
い
。

　
現
状
は
ど
の
冷
媒
機
器
か
ら

回
収
さ
れ
た
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
、

ど
の
ボ
ン
ベ
に
充
填
さ
れ
、
い

つ
破
壊
さ
れ
た
か
の
履
歴
を
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
機
器

の
廃
棄
か
ら
フ
ロ
ン
類
破
壊
に

至
る
ま
で
の
行
程
に
携
わ
る
関

係
者
が
適
正
処
理
情
報
を
共
有

す
る
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
同
シ
ス
テ

ム
が
普
及
す
れ
ば
、
国
レ
ベ
ル

で
フ
ロ
ン
ガ
ス
処
理
の
管
理
強

化
が
可
能
に
な
る
と
同
時
に
、

フ
ロ
ン
類
の
廃
棄
時
等
回
収
率

を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

冷
媒
・
空
調
へ
の
取
り
組
み
顕
著

審査概評関屋　章審査委員長

審査委員（敬称略・順不同）
委員長
産業技術総合研究所元フッ素系等温暖化物質対策テクノロ
ジー研究センター副センター長 関屋　章
委　員
経済産業省製造産業局化学物質管理課長 三木　健
環境省地球環境局地球温暖化対策課フロン等対策推進室長

熊倉　基之
東京工業大学名誉教授 中井　武
東京大学名誉教授 富永　健
横浜国立大学名誉教授 浦野　紘平
高知工科大学環境理工学群教授 中根　英昭
日本政策投資銀行企業金融第５部次長 土屋　智之
野村総合研究所上級コンサルタント 矢島　大輔
オゾン層・気候保護産業協議会事務局長 上村　茂弘
日刊工業新聞社執行役員編集局長 竹本　祐介

　
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
・
地
球

温
暖
化
防
止
大
賞
」
は
、
オ

ゾ
ン
層
保
護
対
策
と
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
の
促
進
を
目

的
に
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
法
が

制
定
さ
れ
て

年
目
の
１
９

９
８
年
に
発
足
し
た
。

回

目
と
な
る
今
回
の
応
募
総
数

は

件
と
な
っ
た
。
分
類
す

る
と
冷
凍
・
空
調
関
係
が
８

件
、
漏
え
い
対
策
が
３
件
、

普
及
啓
発
が
１
件
、
液
晶
・

半
導
体
が
１
件
、
洗
浄
１

件
、
Ｓ
Ｆ
６
代
替
が
１
件
、

回
収
・
破
壊
が
１
件
と
続

き
、
冷
媒
・
空
調
へ
の
取
り

組
み
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
各
応
募
案
件
に
つ
い
て
先

進
性
、
将
来
性
な
ど
４
項
目

に
つ
い
て
各
委
員
が
評
価

し
、
そ
の
上
で
審
査
委
員
全

員
に
よ
る
議
論
の
結
果
、
経

済
産
業
大
臣
賞
１
件
、
環
境

大
臣
賞
１
件
、
優
秀
賞
３

件
、
審
査
委
員
会
特
別
賞
１

件
の
合
計
６
件
を
選
ん
だ
。

　
経
済
産
業
大
臣
賞
に
輝
い

た
イ
オ
ン
は
２
０
１
１
年
に

「
低
炭
素
社
会
の
実
現
」
な

ど
を
含
む
「
イ
オ
ン
　
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
イ
基
本
方
針
」

を
定
め
、
地
球
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

年

月
に
店
舗
で
使
用
す
る
冷
凍

・
冷
蔵
ケ
ー
ス
を
Ｃ
Ｏ
２
冷

媒
の
機
器
に
取
り
換
え
る

「
自
然
冷
媒
宣
言
」
も
公
表

し
、
新
店
舗
に
段
階
的
に
導

入
が
進
ん
で
い
る
。
将
来
的

に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
を
含
む
約
３
５
０
０
店
舗

も
切
り
替
え
る
計
画
だ
。
冷

媒
の
入
れ
替
え
に
よ
る
省
資

源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
が
評

価
さ
れ
た
。

　
環
境
大
臣
賞
に
輝
い
た
三

井
・
デ
ュ
ポ
ン
フ
ロ
ロ
ケ
ミ

カ
ル
の
受
賞
対
象
と
な
っ
た

「
低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
フ
ッ
素
系
流
体

の
商
品
化
」
は
、
温
室
効
果

の
非
常
に
大
き
い
Ｐ
Ｆ
Ｃ
流

体
を
炭
化
水
素
と
同
程
度
の

低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
流
体
に
変
え
る
た

め
、
新
Ｈ
Ｆ
Ｏ
の
商
業
生
産

を
実
現
し
た
こ
と
を
評
価
し

た
。

　
次
に
優
秀
賞
を
見
る
と
、

ダ
イ
キ
ン
工
業
の
「
新
冷
媒

Ｈ
Ｆ
Ｃ

を
用
い
た
ル
ー
ム

エ
ア
コ
ン
の
開
発
」
は
、
低

温
暖
化
の
達
成
と
、
フ
ロ
ン

製
造
ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
の

矜
持
と
努
力
が
み
ら
れ
た
。

き
ょ
う
じ

福
島
工
業
の
「
フ
ロ
ン
冷
媒

漏
れ
検
知
シ
ス
テ
ム
の
開
発

・
運
用
」
、
富
士
電
機
の

「
低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
冷
媒
を
用
い
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
自
動
販
売
機
の
開
発
」
は

い
ず
れ
も
独
自
性
の
高
い
、

新
規
性
あ
る
技
術
で
あ
る
こ

と
を
評
価
し
た
。

　
審
査
委
員
会
特
別
賞
を
受

賞
し
た
ツ
ル
オ
カ
の
「
回
収

フ
ロ
ン
の
適
正
処
理
シ
ス
テ

ム
の
構
築
」
に
つ
い
て
は
、

回
収
部
門
の
重
要
性
と
同
社

の
継
続
的
な
取
り
組
み
を
評

価
。
将
来
の
堅
実
な
回
収
事

業
の
構
築
に
期
待
し
た
。

第１６回
１面参照

「
オ
ゾ
ン
層
保
護
・
地
球
温
暖
化
防
止
大
賞
」
６
件

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ９月３日 火曜日 　　


